
2今月の表紙 屋内子ども遊び場
めごぷらざ（喜多方市）

昨年４月にオープンした「めごぷらざ」は、喜多方市ひとづくり・交流拠点複合施設内にあり、東北最大級のネット遊具を
はじめ、スライダー、エアトラックなど多彩な遊具がそろい、家族みんなで楽しめます。 お問い合わせ先 ☎0241-23-6101

2023年
4月号

●ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事業
（教育庁）……【0.4億円】
各県立高校の地域課題探究活動に
地域人材や大学生などの若者が参
画できる仕組みを構築し、活動の
推進を図るとともに、若年層の県
内還流および定住を促進します。

●みんなで実現、ゼロカーボン福島推進事業
（生活環境部）……【2.1億円】
カーボンニュートラル
の実現に向けて、ロード
マップの普及啓発を行う
とともに、各部門の削減
目標に向けた実践的な取
り組みを行います。

●企業の魅力「気づき・発信・体験」プロジェクト
（商工労働部）……【2.9億円】
企業の情報発信力の強化を図るとと
もに、小中学生や保護者などを対象
にさまざまな職業を体験する機会な
どを提供して県内企業の認知度を高
めるなど、人材確保につなげます。

●「転職なきふくしまぐらし。」推進事業
（企画調整部）……【1.7億円】
県のテレワーク環境の魅力発信と
ともに、テレワークと暮らしの体
験機会の提供やテレワーク導入企
業の県内への拠点整備などを支援
し、「転職なき移住」を推進します。

●ふくしまメタボ改善チャレンジ事業
（保健福祉部）……【1.0億円】
働き盛り・子育て世代の県民を
ターゲットに、市町村や事業所
などと連携を図りながら、健康
行動の実践を促す参加・体験型
のチャレンジ事業を実施します。

●なりすまし詐欺被害防止事業
（警察本部）……【0.4億円】
なりすまし詐欺被害防止に
特化したアプリを導入し、
タイムリーな情報発信など
をするほか、テレビCM放
送による広報、固定電話対
策などを実施します。

●ふくしま中小企業者等DX伴走支援事業
（商工労働部）……【0.9億円】
企業の経営課題に応じた
DXに知見を有する専門家
をマッチングして伴走支援
を行うことで、企業のDX
を推進し、生産性の向上を
図ります。

●ホープツーリズム拡充等浜通り観光支援事業
（観光交流局）……【2.3億円】
一般観光をフックとした新たな個
人向けホープツーリズムや、ブルー
ツーリズムによる誘客を目指すこと
により、浜通りにおける関係人口の
拡大と観光需要の創出を図ります。

❺輝く人づくり　108事業 257億円

❻豊かなまちづくり　40事業 140億円

❼しごとづくり　52事業 1,015億円

❽魅力発信・交流促進　38事業 39億円

1兆3,382億円
2,582億円

「ひと」「暮らし」「しごと」が
調和しながらシンカ(深化、進化、新化)する
豊かな社会を目指します！

やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

福島県総合計画の基本目標

「地方創生」の推進

福島県当初予算福島県当初予算

うち復興・創生分



3
2023年
4月号

読者からのお便り フレイルについて詳しく知りたかったので、とても興味深く読みました。チェック項目や予防方法など、親子で話し合える内容
だったのが何よりでした。特に親には「ゆめだよりに書いてあったよね！」と確認していきたいと思います。（60代 福島市）

●福島国際研究教育機構連携推進事業
（企画調整部）……【0.3億円】
福島国際研究教育機構 (F-REI)を
核とした広域ネットワーク形成の
促進や国・市町村などと連携した
機構周辺の環境整備の推進に取り
組みます。

●ものづくり産業人材確保支援事業
（商工労働部）……【0.5億円】
高校生を対象に製造業の技
術・業務の理解を図ることや
ものづくりの技術体験などを
行うことにより、製造業への
就職とともに県内企業の人材
確保を促進します。

●そなえるふくしま防災事業
（危機管理部）……【0.4億円】
東日本大震災の経験や教訓を県
民に伝え、風化防止につなげる
とともに、防災意識の高揚を図
ることで、安心して住み暮らせ
る地域づくりを進めます。

●福島ならでは農林水産物ブランド力強化推進事業
（農林水産部）……【0.2億円】
県産農林水産物における精緻な市
場調査などの結果を基に、生産か
ら消費までの一体的な計画を策
定・実践することにより、ブラン
ド力の強化を推進します。

●イノベーション創出プラットフォーム事業
　Fukushima Tech Create
（商工労働部）……【3.6億円】
福島イノベーション・コースト構想の対象
地域が「あらゆるチャレンジが可能な地域」
となるよう、プロジェクトの掘り起こしや
ビジネスプランの磨き上げ、専門家による
助言、指導などにより支援します。

●避難地域への移住促進事業
（避難地域復興局）……【17.6億円】
移住関心層への情報発信や
移住受入体制の強化、移住
支援金の給付などを行うこ
とにより、避難地域12市町
村への移住を促進します。

●地域医療情報ネットワーク拡充支援事業
（保健福祉部）……【1.7億円】
キビタン健康ネットの県民・医
療機関などへ向けた普及推進
の取り組みを支援するととも
に、診療情報の提供を行う医療
機関に対して支援を行います。

●県産品振興戦略実践プロジェクト
（観光交流局）……【0.7億円】
県産品の情報発信を行うとともに、
風評払拭や海外での販路拡大を図
るほか、県産酒のブランド力向上
の取り組みを行います。

❶避難地域等復興加速化　42事業 601億円

❷人・きずなづくり　40事業 46億円

❸安全・安心な暮らし　116事業 723億円

❹産業推進・なりわい再生　66事業 679億円

中核病院中核病院

在宅診療在宅診療

診療所診療所

薬 局薬 局老 健老 健

リハビリ病院リハビリ病院

検査センター検査センター

　令和５年度は、総合計画の２年目として施策の成果や課題を踏まえ、ひとつひとつの
挑戦をさらに「シンカ」させていくことが重要です！
　福島県が目指す将来の姿の実現に向け、特に重要な行政課題を８つの重点プロジェクト
として着実に取り組んでいきます。

特 集 福島の挑戦「シンカ」予算福島の挑戦「シンカ」予算

「復興・再生」の加速
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読者からのお便り 2023年
4月号

フレイルの記事は、運動や食事など分かりやすく書かれていて、これからの生活にすぐにでも取り入れたいと思います。
（80代 会津若松市） 4

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

新しい福島県公式
イメージポスターができました！

　福島県では、平成29年度より、本県に対する理解促進と関心を高めていただく契機
となるよう、福島県の今と魅力を伝える「公式イメージポスター」を作成しています。
　このたび、令和5年２月24日（金）に「来て。」「呑んで。」「味わって。」「住んで。」、
「ふくしま。」の５種類のポスターと、県内市町村と連携した市町村版「来て。」ポスター
10種類、合計15種類のポスターを発表しました。

問県庁広報課　☎024(521)7124

本県を応援いただける県内外の企業や商店、団体、自治体などに無償で提供いたします。

ぜひ、WEBサイトからお申し込みください。 検 索福島県　公式イメージポスター

詳細は、 検 索福島県 来て フォトコンテスト

　コンテストの詳細は、以下のとおりです。
企 画 名：「来て。」ポスターを作るフォトコンテスト。
募集期間：令和４年５月23日（月）～９月30日（金） 
応募総数：3,580点
審 査 員：●箭内 道彦氏（福島県クリエイティブディレクター）　●国分 太一氏（株式会社TOKIO 副社長）
 ●小杉 幸一氏（福島県「ふくしまプライド。」「来て。」アートディレクター）　●石井 麻木氏（写真家）
 ●福島県広報課長（「来て。」ポスター作成担当課）
各　　賞：●グランプリ（1点）高橋 充氏（郡山市）　●優秀賞（２点）田子 保浩氏（いわき市）、佐藤 史和氏（伊達市）
 ●市町村賞（9点） ●審査員特別賞（5点）

今回のポスターには、フォトコンテストの受賞作品も使用しています。

たくさんのご応募ありがとうございました。

二本松市賞 … 二階堂 尚之氏（二本松市）
玉 川 村 賞 … 鈴木 浩二氏（須賀川市）
三 春 町 賞 … 山口 元広氏（三春町）
矢 吹 町 賞 … 丹野 順子氏（矢吹町）
北塩原村賞 … 佐藤 眞吾氏（会津若松市）
猪苗代町賞 … 平塚 雄蔵氏（郡山市）
檜枝岐村賞 … 斎藤 敏範氏（福島市）
南相馬市賞 … 深谷 美徳氏（富岡町）
広 野 町 賞 … 塚原 哲氏（南相馬市）

箭内 道彦選 … 上原 祐太郎氏（神奈川県）
国分 太一選 … 佐川 栄治氏（栃木県）
小杉 幸一選 … 海老沢 好男氏（栃木県）
石井 麻木選 … 宮野 達也氏（会津若松市）
福島県広報課長選 … 小森 孝夫氏（会津美里町）

特集

令和5年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

問 県庁財政課　
　　☎024(521)7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

地方交付税
16.5％

県税
18.0％

地方特例
交付金
0.1％

使用料および
手数料 1.1％

分担金および
負担金 0.4％

繰越金 0.1％
地方
譲与税
2.6％

地方消費税
清算金 7.8％

国庫
支出金
20.7％

県債
10.6％

繰入金
10.1％

自主
財源
49.5％

依存
財源
50.5％

諸収入
11.9％

一般財源 45.0％

特定財源 55.0％ 財産収入 0.1％

教育費
16.6％

土木費
13.8％

商工費
12.8％

民生費
10.5％

公債費
8.9％

衛生費
8.8％

諸支出金
8.4％

警察費　3.4％農林
水産費
7.0％

災害復旧費　1.6％
労働費　0.4％

その他
0.2％

総務費
7.5％

深める「深化」、進める「進化」、新
しくする「新化」、これらの視点を
大切にした施策を着実に進める
ことで、福島県自身の「真価」、
「ふくしまプライド。」をより一層
輝かせていきます。

ひとつ、ひとつ実現していくための4つの「シンカ」
福島の挑戦「シンカ」予算福島の挑戦「シンカ」予算

○震災以降悪化したメタボなどの健康
指標の改善を目指すキャンペーンな
ど、オール福島で健康長寿の実現に
向けた取り組みを推進

○結婚・出産・子育ての希望をかなえ
る環境づくりに向け、ライフステー
ジに応じた福島ならではの切れ目の
ない支援を展開

○「福島県2050年カーボンニュート
ラル」の実現に向け、電気自動車や
独自基準の省エネ住宅の推進など、
県民の理解を深めるため総合的な対
策を展開

～よりきめ細かく、 より丁寧に～

深 化

○「創造的復興の中核拠点」福島国際研究
教育機構を核とした広域ネットワーク
形成の促進や、国・市町村などと連携
した周辺環境整備に向けた取り組み

○水産業に対し、生産から流通、消費
に至る新たな支援策を総合的に展開
し「ふくしま型漁業」の実現に向けた
好循環サイクルを加速

○地方移住への関心の高まりを捉え、
首都圏などのテレワーカーやテレ
ワーク導入企業を呼び込む「転職な
き移住」を推進

～未来を切り拓く新たな視点で～

新 化

真 価
ふくしまプライド。

○若年層を中心に企業の魅力への理解
を促進するなど、製造業などに向
け、喫緊の課題である人材の確保を
強力に支援

○関係団体と連携して新たな農業の
相談窓口を開設し、新規就農から経
営の発展まで一体的な支援を展開

○自然災害からの復旧はもとより、
「流域治水」や防災アプリの制作な
ど、ハード・ソフト両面から災害に
強い県づくりをさらに推進

　～これまでの
　　成果を土台にさらに前へ～

進 化
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更なるシンカへ　
福島の挑戦
福島県知事 内堀 雅雄


